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「革命は無罪だ」
il。

江育女史らに「執行猶予付き死刑」
の

判決を下した北京の特別法延の
仙問機が日凶日の一一十五日夜、日本

のお茶の間のテレビにも衛星中継された。
上海の一女優から故毛

沢東主席と結婚してトップレディーに、そして紅衛兵坪一半いて文
化大革命のアラシを進き起こし、いま、
判決に抗議の叫びを上げ

る江
ツ被告。「明」から「陪」へ
l m世紀の裁判ショl

k、
は

からずも
波乱万丈の江背女史の半生のドラマを浮き彫りにした。

そこに 、隣国・中国の歴史の大きなうねりを感じる人も多かった。
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はなやかだったころの江青女史。1960

年代半ば文革の当時＜UP Iサン〉
この夜、衛星中継に映し出され

た江青女史は黒っぽい人民服姿。

イヤホンをつけ、
小首をかしげた

独特のポ1ズで時折、
ィヤホンに

手をやり、
滋ち着き払った様子。

しかし、
江撃最高人民法院特別法

廷裁判長が「執行猶予付き死刑」

の
判決を言い渡した瞬間、「革命

無罪」
と大きく叫んで最後のあら

がいを見せた。そして、
廷
廷がす

かさず手錠をかけたあとも「造反

有理」
と醤い続け、
これまでの公

判で「わたしの首が欲しいんでし

ょうo
天安門広場で公開処刑して

ごらん」
とごう然と胸を張った態

度は、この日の判決公判でも変わ

らなかった。

「大きな歴史の流れを感じま

した」
と松山バレエ団の清水正夫

団長（六O）は、
その印象を語るo
清

水さんは、
江背女虫に会ったこと

のある数少ない日水人の一人。最

初の出会いは、さる三十九年、
松

山バレエ団が「祇園祭」
の公演で

北京を訪れた時で、文革中の四十

八年にも中国の現代革命バレエ

「紅色娘子軍」
のレッスンと公演

を兼ねて訪中し、江町同女史に会っ

たという。
その時の江育女史の印象は「地

味で、とてもおとなしい人でし

た」。そんな女史が文革中の罪状

で裁かれたわけだが、
清水さんは

「文革がどんな時代だったか、
私

たちも最近になって知ったo
今回
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の裁判がいいとか、惑いとかとい

う
判断も避けるべきでしょう。
た

だ、
執行
盗品J付き死刑と
実質的な

助命措置がとられたのは、世界の

中の中園、という視点がもたらし

た結果と考えられ、ここにも私は

麗史の流れ
を感じます」
という。

「被告・江育」
は計十三回、衛

星中継の電波に乗ったが、
トップ

レディーとしてその姿が世界を駆

けめぐったこともある。
歴史的な

ニクソン訪中の四十七年二月、
北

京の人民大会堂で開かれた現代革

命バレエ観賞会で、江青女史がニ

クソン大統領夫妻の接待役をつと

めた時だ。その獲に、
だれが九年

後の盗を予測できただろうか。

江南女史が女優をしていた上海

時代の芸名は墜務（らんぴん）。
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音楽を通じて首少年の情帽

を開催します。
思い切った阻

また、楽器紹介をかねた楽’

士
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。3月お日（土）
午後内

03月mu日（日）
午後刊

。3月初日（月）
午後今理のア円ν〉記日開

ム円即時
ラ

如恥川
的
駒観

プ〈
九一、ンツロ

抗日戦のさなか、中国共産党の恨

拠地、
延安に行き、

H中国の赤い

塁H
といわれた毛主席と出会って

結婚、
以後は家庭に。

ところが、四十一
年夏、とつぜ

ん紅衛兵第一
一間
集会に軍服姿で現一
政治体制の悲劇だと思う。
江南女

れ、
以後、
紅衛兵たちを従え、
反一
史という個性の強い、ェキセント

対派を一
掃していく。その変わり一リツクな性格の女性に、裁判もま

ぶりに、「西太后の再来」
と陰口一
た振り因された。裁判自体、
毛沢

をたたかれ、五十
二ヰの天安門事一
東の民任を追及しないで部下だけ

件では「めんど灼がときを告げる一を糾弾する大きな矛盾をかかえて

と、
天下が乱れる」
との批判のプ一いたから江背女史はその矛盾を最

ラカlドさえ現れた。

一
大限ついた。
中国の人たちの申に

一「私は、
文革も今回の裁判も、一
も、
江青はさすがだと考える声が

毛沢東主席を中心とした家父長的一
あるのではないでしょうか」。ゥ

春休みに贈る楽しいコンサート

子旨
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